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薬剤師需給の予測について（粗い試算）  

平成19年6月 2 9 日  
薬剤師需給の将来動向に関する検討会  

1．試算の性格  

向に関する検討会（平成19年5月設置）における議論に活用するため、粗  動
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2．試算方法  

○ 供給側  

宜
の
 
0
 
 
 

使
で
算
 
 
 

、
ま
合
 
 
 

し
年
、
 
 
 

定
5
し
 
 
 

仮
0
正
 
 
 

と
0
補
 
 
 

歳
2
リ
 
 
 

3
ら
よ
 
 
 

2
か
に
 
 
 

を
年
率
 
 
 

齢
8
亡
 
 
 

年
5
死
 
 
 

の
9
る
 
 
 

者
1
け
 
 
 

格
、
お
 
 
 

合
は
に
 
 
 

験
に
年
 
 
 

試
的
各
 
 

数
家
休
の
 
 

師
同
異
齢
 
 

剤
師
 
○
年
 
 

薬
剤
た
各
 
 

総
菜
し
、
 
 

と
を
 
 

）
 
 
 

1
 
 

′
一
．
1
ヽ
 
 

上、7 0歳までの薬剤師致を総菜剤師数  
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3．試算の結果  

平成17年（2005年）  平成23年（2011年）  平成26年（2014年）  平成30年（2018年）  平成40年（2028年）   

総薬剤師数  

総薬剤師数①（新卒＋10P）  331156   353696   380682   431了41  

総薬剤師数②（新卒・平均）  327314   346330   368512   407561  

総薬剤師数③（新卒－10P）  323471   338963   356341   383380  

総薬剤師数④（新卒－20P）  313530  319629   331597   344171   359200  

総薬剤師数⑤（新卒－30P）  315786   324230   332000   335019  

総薬剤師数⑥（総数・平均）  334600   354976   383012   437342  

…斉服市従事者数  

薬局  116 76111 134016  141 041 141041   141041  

病院・診療所  48363   48290  48478  48547   48817  

大学   8421   11 120 12906  15 617 25343  

医薬品製造業・製造販売業   30228  31 255 31878  32667  34798  

医薬品販売業  15513  15267  15058  14 8522 14261  

行政  5918   6241  6431  6673   7328  

その他業務   4952   5392   5677   6 040 7116  

無職の者   12733   11788   11537  11050050 10027  

需要①小計（無職者を含まない）   230 1566 251581   261469   265437   278704  

需要②小計（無職者を含む）   242889   263369   273006   276487   288731   
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